
◎
次
い
っ
て
み
よ
う
！ 

手
ご
た
え
の
あ
っ
た
「
街
道
物
語
」
み
た
い
な
感
じ
で
、

次
、
ま
た
楽
し
い
こ
と
が
し
た
い
と
の
意
見
が
で
ま
し

た
。
泉
南
市
の
昔
話
で
何
か
で
き
な
い
か
、
物
語
り
に
し

た
り
、
紙
芝
居
に
し
た
り
し
て
。
や
る
と
な
れ
ば
、
ま
ず

は
泉
南
市
の
昔
話
の
収
集
で
す
。
思
っ
た
以
上
に
泉
南
市

の
昔
話
は
あ
る
よ
う
で
す
。
サ
ロ
ン
の
み
ん
な
で
、
調
べ

て
お
話
を
つ
く
る
の
も
楽
し
い
の
で
は
。
も
の
に
な
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
み
ん
な
で
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

次
回
の
サ
ロ
ン
は
、
八
月
二
十
七
日
（
火
）
十
時
か
ら
、

泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
開
催
で
す
！ 
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七
月
二
十
三
日
（
火
）
令
和
元
年
度
第
四
回
「
泉
南
・
市

民
ま
ち
づ
く
り
サ
ロ
ン
」
が
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
六
名
（
市
民
四
名
、
職
員
二
名
）
の
参
加
で

サ
ロ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

【
共
催
：
泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
】 

七
月
に
な
り
蒸
し
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
前
の
海
会
寺
跡
広
場
で
は
せ
わ
し
な
い
蝉
し
ぐ
れ
、

ロ
ビ
ー
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
小
学
生
が
夏
休
み
の
自
由
研
究
、

和
泉
山
脈
の
向
こ
う
に
は
大
き
な
入
道
雲
、
夏
で
す
ね
。
今

回
の
サ
ロ
ン
出
席
者
は
六
名
、
楽
し
か
っ
た
少
年
時
代
の
夏

休
み
も
遠
い
昔
の
メ
ン
バ
ー
で
、
街
づ
く
り
の
お
話
が
始
ま

り
ま
し
た
。 

◎
街
づ
く
り
っ
て
何
？ 

 

サ
ロ
ン
で
は
、
名
前
の
通
り
「
街
づ
く
り
」
に
つ
い
て
毎

回
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。「
街
づ
く
り
」
っ
て
な
ん
で
し
ょ
う
。

道
路
の
整
備
と
か
都
市
計
画
と
か
ハ
ー
ド
の
部
分
を
考
え
が

ち
で
す
が
、
街
に
暮
ら
す
人
々
の
街
に
対
す
る
意
識
、
郷
土

を
感
じ
る
暮
ら
し
方
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
最
初
に
人
あ
り
き
の
街
づ
く
り
で
す
。
サ

ロ
ン
で
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
、
街
づ
く
り
に

つ
い
て
の
話
が
弾
ん
で
い
ま
す
。
人
と
の
繋
が
り
が
街
づ
く

り
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

◎
思
い
や
り
の
街
「泉
南
市
」 

認
知
症
ケ
ア
に
関
わ
る
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
サ
ロ
ン
メ

ン
バ
ー
か
ら
「
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
」
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。「
Ｒ
Ｕ

Ｎ
伴
」
と
は
、
認
知
症
の
方
本
人
や
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
襷
（
た
す
き
）
を
リ
レ
ー
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
認
知
症
は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
認

知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
が
目
標
で

す
。
と
き
は
、
十
月
二
十
七
日
（
日
）
午
前
十
一
時
～
午
後

二
時
、
ゴ
ー
ル
は
泉
南
市
役
所
で
す
。
吹
奏
楽
な
ど
催
し
も

あ
り
ま
す
。
人
が
繋
が
る
こ
と
で
、
安
心
が
生
ま
れ
ま
す
。 

◎
「文
楽
入
門
」お
待
ち
し
て
ま
す
！ 

 

九
月
二
十
四
日
（
火
）
午
後
一
時
三
十
分
ス
タ
ー
ト
で

午
後
三
時
三
十
分
ま
で
、「
文
楽
入
門
」
と
題
し
て
文
楽
に
触

れ
て
み
ま
す
。
と
こ
ろ
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、

浄
瑠
璃
人
形
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
！ 

 
 

 
   

【
信
長
街
道
の
こ
と

】

 

七
月
十
一
日
（
木
）
「
泉
南 

街
道
物
語
【
信
長
街
道
編
】
」 

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
信
長
街 

道
は
、
織
田
信
長
に
よ
る
紀
州 

征
伐
の
折
に
整
備
さ
れ
た
道
と
言
わ
れ
、
ル
ー

ト
は
諸
説
あ
り
ま
す
。
泉
南
市
信
達
市
場
あ
た

り
に
陣
が
敷
か
れ
た
よ
う
で
す
。
紀
州
征
伐
に

は
織
田
氏
配
下
の
名
だ
た
る
戦
国
大
名
が
参
加

し
て
い
ま
す
。
「
信
長
公
記
」
に
よ
り
ま
す
と
、

泉
南
市
域
に
影
響
力
が
大
き
か
っ
た
根
来
寺
は

信
長
に
加
勢
し
ま
し
た
。
信
長
、
秀
吉
、
光
秀

等
、
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
武
将
が
泉
南
市
に

来
て
軍
議
を
開
き
、
地
元
の
住
民
が
紀
州
へ
向

か
う
道
案
内
を
買
っ
て
出
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
信
長
も
信
達
の
高
台
か
ら
大
阪
湾
を
望
み

「
天
下
布
武
」
へ
の
想
い
を
馳
せ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
歴
史
の
表
舞
台
に
は
出
て
こ
な
い

庶
民
と
し
て
、
大
き
な
時
代
の
荒
波
に
揉
ま
れ

な
が
ら
、
力
強
く
生
き
抜
い
た
私
た
ち
の
先
祖

が
そ
こ
に
い
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
す
。 

 


